
高松宮杯 ２０１２西日本ｱﾙﾍﾟﾝｽｷｰ選手権大会 
Takamatsumiyahai West Japan Alpine Ski Champion Ship Alpine  

開 催 要 項  
(FIS公認大会) 

主催 鳥取県スキー連盟 
主管 鳥取・岡山・広島・島根・山口県スキー連盟、四国九州連絡協議会 
後援 FIS、（財）全日本スキー連盟、SAJ西日本ブロック協議会、鳥取県教育委員会、鳥取県体育協会、 

大山町、大山町体育協会、大山町教育委員会、大山町観光協会、 
協賛 エプソン 
協力 だいせんホワイトリゾート 
期日 平成２４年１月２２日（日）～２４日（火） 
会場 鳥取県西伯郡大山町大山 国立公園大山「だいせんホワイトリゾート」 FIS公認コース 
実施要項 
 １ 日程、競技種目及び場所 

会   期 開始時間  種    目 会    場 
１月22日（日） １７：００ 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ終了後 
キャプテンミーティング 
開会式 

中ノ原スキーセンター  
〃 

１月23日（月） ０９：００ 
 
１６：００ 
１７：００ 

女子GＳＬ 
男子GＳＬ 
GSL表彰式 
キャプテンミーティング 

FIS公認コース 
 
中ノ原スキーセンター 
   〃 

１月24日（火） 
 

０９：００ 
 
１６：３０ 

女子ＳＬ  
男子ＳＬ  
表彰式 

FIS公認コース 
 
中ノ原スキーセンター 

   積雪の状況により種目日程の変更あり 
  
２ 参加資格・参加種目及び参加定員 

  エントリーが140名を超えた場合は、ブロック推薦選手をポイント下位の者からカットする。 
一般（社会人・大学生）・高校生はFISポイントの下位の者から、 
中学生はSAJポイントの下位の者から参加資格を失う。その際、1名多い場合は一般、2名多い場合は一般と高校
生、3名多い場合は一般・高校・中学から1名エントリーから除外する、それ以上は繰り返す。 
各ブロックチルドレン推薦選手については、抽選でカットする。 

 

2012最新ポイント 男子 女子 
FISポイント 
（SL・GS・SG共通） 
 

共通40位 
大学30位 
高校50位 

共通40位 
大学40位 
高校55位 

FISポイント 
（SL・GS・SG共通） 
1991年生～1995年生 

各年代別 
ランキング 
20位 

各年代別 
ランキング 
20位 

SAJポイント 
SL・GS・SG共通） 
ただし1996年生まれはSAJ-NO3から適用する 

大学15位 
高校35位 
中学15位 

大学40位 
高校55位 
中学20位 

チルドレンランキング  30位 40位 
開催県推薦 30人はプロテクトされる 30人はプロテクトされる 
ブロック推薦 
ブロック会長の推薦状を必ず添付すること 

5名 5名以上 



３ 参加料 
(1) 選手（１種目） ４，０００円 保険料含む 
(2) 参加料は申し込みと同時に納入することとし、いかなる場合も返金しない。 
(3) 振り込み口座 

郵便局振替口座  ０１４６０－７－６５６ 口座名  鳥取県スキ－連盟  内田博長 
 
 ４ 表彰 

(1) 男・女総合各１位には高松宮杯を授与する。 
(2) １位から１０位までの選手に賞状を授与し、１位から６位までにメダルを授与する。 
(3) チルドレンは各組6位まで選手に賞状を授与する。 

 
 ５ 申し込み方法・期限・送り先 

(1) 申し込み締め切り 平成２４年１月１１日（水）１７：００ 必着 
(2) 所定の申込用紙に必要事項を記入し、各府県スキー連盟が一括して期限内に大会事務局に送付のこと。
ただし、記載不備のもの期限遅れは受理しない 

(3) 西日本ブロック以外のブロックは推薦状を添付すること 
 ６ 抽選 
   競技種目別に競技日の前日１７時からキャプテンミーティングで公開抽選とする。 
 
 ７ 宿泊について 

（1） 事務局指定旅館 
（2） １泊２食８，０００円 

 ８ その他 
(1) 平成２４年１月１９日（木）正午現在の積雪状況により大会の可否を決定する。ただし、大会中止の場
合のみ各府県連に連絡をする。ｈｐにも掲載する 

(2) 大会事務局 
〒689-3318 鳥取県西伯郡大山町大山３９－１ 鳥取県スキー連盟事務局内 
      西日本アルペンスキー選手権大会事務局宛 
TEL ０８５９－５２－２２９０ FAX ０８５９－５２－２２９８ 
Ｅ-メール skitottr@celery.ocn.ne.jp 

(3) 大会現地本部  
平成２４年１月２１日から中ノ原ｽｷｰセンター内に開設 
TEL ・FAX兼用 ０８５９－５２－２２０５  

(4) 大会参加選手の事故については応急処置を行うが責任は負わない。 
(5) 参加選手は公式練習の場合にも必ず本大会用のゼッケンを使用すること。監督又はコーチが指定コース
内に入る場合は、各府県連盟の腕章などを着用すること。 

 
 
 
 
 


